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石川県七尾市を
「資源循環型社会」に！！

気になる社会的問題を
解決するため

①魚の残渣はどのくらい？

②ウロコの成分を調べよう！

③ウロコのさらなる活用法は？

私たちはたくさんの物に囲まれて豊かな暮らしを
送る一方で、自然に大きな負担をかけています。
この状況が続くと環境破壊につながります。
そこで、ごみを

①なるべく出さず
②できるだけ資源として使い
③正しく処分する
必要が出てきました。

この仕組みを「資源循環型社会」と言い、
綿谷くんが岸壁に流れ着くゴミを見かけたり、
いとこが流れ着く海ゴミの量を調べていたことから、
これをGSCでの研究活動の課題にしました。

綿谷くんが日々ボート部の活動中に目にする海ゴミに
対して、なんとか減らせる方法はないかと考えました。
そこで、
未利用の地域の資源をアップサイクルし、
七尾を元気にすることを思いつきます。
アップサイクルとは、
本来捨てられてしまうものに手を加えて、

より価値のある製品を生み出すこと。
例えば国内では、
横断幕の素材を活かしたトートバッグや
学校机の天板を使ったトレー、
また、野菜のヘタや果物の皮を使った
お菓子などが販売されています。
綿谷くんは身近な魚をヒントに

「魚のウロコから
プラスチックを作る」ことに成功しました。

※2
GSC：グローバルサイエンスキャンパス。
国際的に活躍しうる傑出した若手科学技術人材の育成を目的として
金沢大学が実施する高大接続理数教育プログラム。
本プログラムの修了生は金沢大学KUGS特別入試の出願資格が得られます。

※2

まず、廃棄される部分がどれだけあるかを調べます。
マダイを5匹仕入れ、食べない部分の重量を調べることに。
その中で、ウロコと皮に着目し計量したところ、マダイ1匹分の7.4％、残渣の重さの27％でした。
これを2018年の主な魚種の漁獲量にあてはめると、七尾市では386.6tもの資源が捨てられていたと推定しました。

“ウロコからコラーゲンを取り出す”実験をしてみました。
❶ウロコを塩酸につけて、ろ過する❷表層が溶けて、ろ液をためる
❸ろ液の表面に膜が浮かぶ❹乾かすと光沢のあるフィルムが完成した
このフィルムは何だろう？
「赤外分光法（光を当てて成分を調べる方法）」で成分を調べたところ、
フィルムはウロコの主成分からできているとわかりました。
ということは、コラーゲンかも？
再び「赤外分光法」でフィルムの成分を調べると、
コラーゲンの特徴的な場所で光が吸収されていたのと、
バッファローの皮膚由来のコラーゲンの波長に似ていることから、
フィルムはコラーゲンだと推定しました。

マダイのウロコ

マダイ5匹の平均
体　長 29.6㎝
重　さ　377g
ウロコ　　12g
皮　　　17.8g

01 目的

ウロコの層
（イメージ）
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深層
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炭酸カルシウムなど→

炭酸カルシウムなど→
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溶かす
取り出す
溶かす

マダイ

高校生が大学での学びに触れることのできるセミナー
等の探究的学びの機会を提供するもの。セミナー等
の受講後、定められた課題を提出し、評価基準を
満たした場合、「ＫＵＧＳ特別入試」の出願資格が
取得できる魅力的なプログラムです。

金沢大学 KUGS高大接続プログラムとは※1

得られたフィルムの成分 バッファローの皮膚由来のコラーゲン

赤外分光法で出た波長

得られたフィルム
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ウロコのさらなる活用法はないだろうか？？？
魚のウロコを顕微鏡で見ると、微結晶が一定方向に
並んでいることがわかりました。これを「配向」といいます。
そこで、魚のウロコをバイオプラスチックの強化剤として
利用することにしました。
❶魚のウロコをすりつぶして粉末にする
❷❶と麹菌からできたバイオナイロンの粉末を混ぜる
❸成型してフィルムの完成！
その結果、
強度が増し、硬くなったので、
用途が広がり実用化に近づいた！！と言えます。

配向する
天然物質は、よく
プラスチックフィルムの
強化剤になるよ！

❷ ❸

02 理由

今回ご紹介するのは、漁師町である石川県七尾市出身
の高校生が日頃感じる「過疎化と高齢化」や、「海ゴミの
現状」をより良くしたい！！との思いから始まった活動です。
魅力的な都市を目指し若者を増やすこと、海のプラスチッ
ク問題を解決する研究を進めることを目標とし、金沢大学
のKUGS高大接続プログラム（右記参照）をもとに、各学校
の垣根を超えて実現しました！
とても楽しそうに話してくれた
七尾高等学校3年生・綿谷結太くんの
様子も交えてお届けします。

※1

ななお

03 方法

魅力的な町にして、
若い人 が々

集まるといいな♪

捨てられる部位

ウロコ 皮 ヒレ 頭 内臓

NEXT STAGE

はいこう

今回の研究をもとに次なるステージへ
作ったフィルムが、どのくらいの時間でどのように
自然に還るのか等、生分解性を調べていきます。

綿谷結太くん

麹菌から得られた
バイオナイロンの粉末

粉末にした
ウロコ フィルム

▼▼ ▼｝ ウロコをすりつぶす

魚のウロコから プラスチックを作るには
～魚の残渣を中心とした  資源循環型都市を目指して～

お伝えしたい！!

Vol.2

今、私たちが暮らす世界は、
これまでになかったような
多くの課題に直面しています。
数々の課題を解決し、
安定した暮らしを未来へ繋げるために
ＳＤＧｓが生まれました。
ＳＤＧｓに関連する活動を紹介するこのコーナー。
今回は、高校生が身近に感じる
環境問題をテーマにした研究についてです。
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